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第 12 章  平成 26 年度決算報告 

１ 概  要 

当院は、地域の基幹病院として富士宮市民をはじめ山梨県を含む近隣市町住民の高度かつ多様

化する医療需要に対応し、良質な医療を提供すべく、医療体制の充実、医療及び看護水準の向上、

開業医との病診連携を促進し、また施設及び高度医療機器の整備に努めてまいりました。 

当院を取り巻く環境は、引き続き全国的な医師不足、医師の大都市や大病院への偏在化の影響

等を受け、一部の診療科において診療体制の縮小も継続していることから、入院患者や外来患者

の減少から大きな収益の悪化が予想されるなど大変厳しい状況となりました。 

また、地方公営企業法が半世紀ぶりに改正された初年度となり、新会計制度の影響からも病院

経営を大きく圧迫する状況となりました。 

当院では、このような状況から一日も早く脱却するため、独自の対策として、平成２６年８月

に富士宮市立病院経営改善計画を策定し、医師確保対策・収入確保対策、経費削減対策等におい

て、地域包括ケア病棟の設置やジェネリック医薬品への切り替えなど具体的な個別対策を定め、

経営の健全化に向け病院職員一丸となって経営改善に取り組んでおります。 

一方、診療体制を縮小している整形外科では、手術や入院を要する二次救急の患者受け入れが

できないことから、昨年度より県東部及び中部地区の入院施設のある病院に対し、当市の整形外

科関連の患者を受け入れていただけるよう協力を依頼し、当院の地域医療連携室や救急室、富士

宮市救急隊、救急医療センター並びに開業医が連携して患者の負担軽減に努めております。 

また、将来の医師及び看護師等の確保目的として平成 25 年度から実施している「富士宮市医学

生修学資金貸与事業」及び「富士宮市看護学生修学資金貸与事業」では、新たに医学生２人、看

護学生９人に対して修学資金の貸与を実施しました。 

施設設備につきましては、施設の長寿命化の一環として、平成 24 年度から順次老朽化した空調

設備の更新を計画的に実施していくこととしており、本年度は中央放射線科・ICU・NICU・CCU
系統の空調設備機器を更新しました。 

医療機器につきましては、生化学分析装置・全自動血液検査システム等を更新し、最新の医療

機器による効果的な検査治療に対応できるよう務めました。 
入院部門では、入院患者一人一日当たりの診療報酬額は前年度と比較して 1,579 円の減額と延

べ入院患者数の減少（前年度対比 4,259 人 4.7％減）により、入院収益は、362,799 千円（7.5％

減）の減収となりました。また、外来部門では、患者一人一日当たりの診療報酬額は前年度と比

較して 759 円の増額となりましたが、患者数の減少（前年度対比 9,954 人 6.4％減）により、外来

収益は、56,412 千円（2.2％減）の減収となりました。 

この結果、平成 26年度は 936,564 千円の純損失を計上いたしました。なお、本年度は、会計制

度移行初年度のため、その他未処分利益剰余金変動額 122,654 千円を用いて欠損金を補填した結

果、当年度未処理欠損金は 813,909 千円となりました。 

 

２ 業  務 

(1)事業収入に関する事項 

医業収益は、前年度対比 5.7％(433,523 千円)減少し 7,113,440 千円となり、病院事業収益全体

では、前年度対比 2.1％(171,604 千円)減少し 7,918,803 千円となりました。 

(2)事業費に関する事項 

医業費用は、前年度対比0.1％(2,585千円)減少し8,300,035千円となり、病院業費用全体では、

前年度対比 3.4％(292,045 千円)増加し 8,855,368 千円となりました。 

３ 会  計 

(1)重要契約の要旨 
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平成 26 度中の契約のうち 1件 100 万円以上の契約は、以下のとおりです。 

ア  建設改良費 
契  約  の  内  容 金    額 契  約  の  相  手  方 

平成 26 年度富士宮市立病院中央放射線科

等系統空調機更新工事（工事費） 
33,480,000 ㈱テクノ菱和静岡支店 

手術管理システム更新（委託料） 13,235,400 ㈱八神製作所三島営業所 

ネットワーク機器更新（委託料） 4,752,000 日興通信㈱沼津支店 

富士宮市立病院ホームページ更新 

(委託料） 
4,500,000 ㈲カボスメディアワークス 

文書管理システム導入（委託料） 1,566,000 ㈱TOKAI コミュニケーションズ 

 

イ  医療器械器具 

契  約  の  内  容 金    額 契  約  の  相  手  方 

生化学自動分析装置 86,292,000 中北薬品㈱三島支店 

冷温蔵配膳車 15,493,680 東静調理機㈱富士営業所 

全自動血液検査システム 15,012,000 協和医科器械㈱沼津支店 

EOG 滅菌器 14,580,000 ㈱八神製作所三島営業所 

多用途血液処理装置 2 台 12,096,000 ㈱ムサシエンジニヤリング静岡営業所 

多用途透析用監視装置 3台 10,530,000 ㈱ムサシエンジニヤリング静岡営業所 

経皮的循環補助システム 9,967,808 ㈱オズ 

人工呼吸器 8,402,400 ㈱八神製作所三島営業所 

自動染色封入システム 8,316,000 協和医科器械㈱沼津支店 

超音波診断装置 8,100,000 協和医科器械㈱沼津支店 

高輝度光源装置 7,592,400 協和医科器械㈱沼津支店 

3 クランクギャッジベッド 28 台 7,496,496 ㈱いわしや錦織医科器械 

自動視野計及び視野解析ソフト 5,940,000 協和医科器械㈱沼津支店 

超音波診断装置 5,346,000 協和医科器械㈱沼津支店 

3CCD カメラヘッド 5,043,600 協和医科器械㈱沼津支店 

インファントウォーマ 2式 4,752,000 協和医科器械㈱沼津支店 

エネルギープラットファーム 4,698,000 協和医科器械㈱沼津支店 

手洗い装置 2台 4,600,800 ㈱いわしや錦織医科器械 

個人用多用途透析装置 4,536,000 ㈱ムサシエンジニヤリング静岡営業所 

マリスバイポーラ 4,428,000 協和医科器械㈱沼津支店 

大腸ビデオスコープ 4,222,800 協和医科器械㈱沼津支店 

自動眼圧・屈折検査装置 4,104,000 協和医科器械㈱沼津支店 

冷温蔵配膳車用食器一式 3,942,000 東静調理機㈱富士営業所 

A 剤溶解装置 3,704,400 ㈱ムサシエンジニヤリング静岡営業所 

上部消化管ビデオスコープ 3,580,200 協和医科器械㈱沼津支店 

輸液ポンプ 14 台 3,326,400 ㈱八神製作所三島営業所 

レゼクト 3,132,000 協和医科器械㈱沼津支店 

地域包括ケア病棟理学療法器具 3,024,000 協和医科器械㈱沼津支店 

ベッドザイドモニタ２式 3,024,000 ㈱いわしや錦織医科器械 

ジェネレーターGEN11 2,959,200 協和医科器械㈱沼津支店 

   （単位：円） 

（単位：円） 
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保育器 2,808,000 協和医科器械㈱沼津支店 

膀胱腎孟ビデオスコープ 2,790,720 協和医科器械㈱沼津支店 

電動リモートコントロールベッド 6 台 2,549,880 ㈱いわしや錦織医科器械 

除細動装置 2,430,000 ㈱八神製作所三島営業所 

保温庫・保冷庫 2,138,400 協和医科器械㈱沼津支店 

耳鼻咽喉科ビデオスコープ 2,111,400 協和医科器械㈱沼津支店 

検定付電動スケールベッド 2 台 1,944,000 ㈱ムサシエンジニヤリング静岡営業所 

輸液ポンプ 7台 1,663,200 ㈱八神製作所三島営業所 

ボバーステーブル 2台 1,544,400 協和医科器械㈱沼津支店 

サーモコントアマットレス 20 台 1,317,600 ㈱八神製作所三島営業所 

 

ウ  備品 

契  約  の  内  容 金    額 契  約  の  相  手  方 

手術管理システム更新（機器入れ替え） 25,365,960 ㈱八神製作所三島営業所 

ネットワーク機器更新 16,027,200 日興通信㈱沼津支店 

電子カルテ用デスクトップパソコン 240台 12,489,682 日本電気㈱静岡支社 

電子カルテシステム用ノートパソコン用

オフィスライセンス 200 ライセンス 
8,056,800 日本電気㈱静岡支社 

文書管理システム及び機器 6,480,000 ㈱TOKAI コミュニケーションズ 

電子カルテ用デスクトップパソコン 1式 6,207,322 日本電気㈱静岡支社 

防犯カメラ 16 台 2,920,920 ㈱マコト電機 

公用車（デリカ）DMAT 専用車両 2,876,505 ㈱春日自動車商会 

ガスヒートポンプエアコン 2,116,800 静岡瓦斯㈱富士支店 

公用車購入（ワゴン R） 1,103,111 ㈱渡辺自動車商会 

 

 

(2)企業債及び一時借入金の概況 

ア  企業債 

該当事項はありません。 

 

イ  一時借入金 

該当事項はありません。 

 

(3)その他会計経理に関する重要事項 

該当事項はありません。 

 

４ その他 

(1) 決算日後に生じた企業の状況に関する重要な事実 

 該当事項はありません。 

（単位：円） 


